
市町村職員等鳥獣被害対策担当者研修会 【第４回：集落環境診断編】 

 

１ 日 時  令和元年 11月８日（金） 

２ 場 所  朝日里山学校（石岡市柴内６３０） 

３ 参加者  市町村職員，関係機関（JA等）職員，農業者等 

４ 内 容 

午前の部では「集落環境診断」の目的・手法ついて座学を行った後，参加者全員で

集落の現地調査を行い，集落の被害対策の現状や課題を確認しました。 

午後の部は，現地調査で確認した集落の課題について，対策を立案するワークショ

ップを実施しました。 

研修会全体を通し，住民主体の鳥獣被害対策のきっかけづくりとなる「集落環境診

断」の一連の流れについて体験できる，有意義な研修会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査の様子           対策立案ワークショップの様子 

 

 

受講者からのコメント（抜粋） 

・集落環境診断の手法やその意義について，理解ができた。学んだ内容を地元に持ち帰

り対策に活かしたい。 

 

講師からのコメント 

・集落環境診断は，住民ぐるみでの鳥獣被害対策を本格的にスタートするきっかけづく

りとなる手法。多くの地域住民を巻き込んで実施するのが好ましい。 

・集落環境診断はあくまでスタートであり，見つけた課題とそれに対する対策について，

まず１年間かけて実施し，その効果を測ることが最も重要である。 


